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　ソフトを利用するには、最初にパソコン
に登録する作業「インストール」が必要だ。
買った状態のパソコンで使えるソフトは、
すでにインストールされた状態にあるわけ
だ。逆に、不要なソフトを削除する「アン
インストール」と併せてパソコンを操作す
る基本中の基本作業だ。
　ソフトをWindows 7にインストールする
と、図1のように、大きく分けて3つの処
理が行われる。プログラムファイルのコピ
ーだけでなく、「レジストリ」にファイルの
情報が登録されるのだ。レジストリとは、
Windows 7がソフトや周辺機器の情報を
管理する台帳のようなものだ。さらに、ス
タートメニューへの登録やデスクトップの
アイコン作成、ファイルの関連付けなどが
まとめて行われる。ユーザーの目からは、
何が行われたかは分からず、ファイルのコ
ピーが終われば使えるように思えるだろう。
　ソフトが不要になった場合に、単にコピ
ーされたと思われるファイルを削除しても、
不完全なのはこのためだ。いらないソフト
を消すためには、Windows 7の機能で「ア
ンインストール」する必要がある。よく理

　新しいソフトを利用するには、まず「イン

ストール」する必要がある。ここでは、ネッ

トからダウンロードしてすぐに使えるオン

ラインソフトのインストール方法を説明す

る。最近は、多くの有名ソフトもダウンロ

ードで利用できるようになってきているの

で、参考にしてほしい。また、正しい削除

の手順も解説していく。

すぐに使える
画面は Windows 7 Home 
Premium、Windows 7 
Professional、Windows 
7 Ultimateを対象にしてい
ます。Windows 7 Starter
の場合、表示が変わる部分
があります
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なファイルがコピーさ
れる

スタートメニュー
やデスクトップ画
面にソフトの名前
が登録される
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図1　インストールを実行すると、まずWindows 7のデータベース（レジストリ）に新しいソ
フトを登録し、続いて「Program Files」内に専用フォルダーを作って、必要なファイルをコ
ピーする。さらに、スタートメニューやデスクトップ画面に、新しいソフトの名前を登録する

●オンラインソフトも身近な存在に

図2　ソフトにはCDやDVD、USBメモリーで提供されるパッケージソフトと、Webで入
手できるオンラインソフトがある。また、最近はパッケージソフトもダウンロードしてイン
ストールするタイプが増え、それぞれの境目がなくなりつつある

CD や DVD、USB メモリーなどに収
められ、店頭で販売されているソフト

ホームページからダウンロードして利
用するソフト。有料（シェアウエア）と
無料（フリーソフト）の2種類がある

●オンラインソフトをダウンロードしてインストールする

図3　オンラインソフトは、圧縮されたプログラムをダウンロードし、展開して利用する。
LZHだと展開用のプログラムが必要だが、今回その利用手順を紹介する
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1 ホームページにアクセス ソフトの提供されているサイトを利用する
Vector（http://www.vector.co.jp/）

ダウンロード先は標準の「ダウンロード」

EXEファイルならダブルクリック、LZHや
Zipファイルは展開してからインストールする


